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演題番号：C13

複数の誘発刺激により増悪した尾追い行動の犬の一例
○堂山有里，村瀬　茂
バーニー動物病院

1．はじめに：尾追い行動とは動物が自分の尾を捕まえよう
とするかのように円を描いて回転する行動である。機能をも
たない反復的な尾追い行動により動物の正常な機能を妨げる
状態は常同障害とされ一般的にはストレス、欲求不満、葛藤
が存在する状況下で生じやすいとされているが、他に種々の
病因による非特異的な臨床兆候としても現れることが知られ
ている。今回常同障害を疑って行動診療科を紹介された尾追
い行動を示す症例に対し身体疾患の治療および行動修正法を
実施することで症状が軽減した症例を経験したため身体疾患
の行動変化への影響について検討した。
2．材料および方法：症例は 3 歳、去勢雄のチワワ。初診時
生後 8ヶ月齢。5ヶ月齢時に寝ていて突然ギャンと悲鳴をあげ
た。以降症状顕著となり、うなりながら腹部の毛を噛んだり
尾を追いかけたりする行動を繰り返すようになった。血液化
学検査およびレントゲン検査は正常、MRI検査においても中
枢神経系に異常所見はなく行動診療を紹介された。
3．結　果：初診時症例は様々な誘発刺激に反応し 1 日に 10
回以上の尾追い行動を発現していた。目の周りや耳を痒がる
仕草が顕著であったためアレルギー検査を実施し結果に従い

食事療法およびオクラシチニブの内服を開始するとともに行
動修正法を実施したところ尾追い行動の頻度は半減した。し
かし人がいない所や寝ている時に飛び起き腹部の皮膚を引っ
張る行動が引き続き見られたため腹部の違和感があると推定
しプレガバリンを処方したところ、尾追い行動が顕著に減少
した。現在食事療法およびオクラシチニブを継続しプレガバ
リンは減量中である。
4．考察および結語：本症例では尾追い行動の誘発刺激とし
て皮膚の痒みや末梢神経が関わる痛みあるいは違和感が関与
した可能性が考えられた。また腹部の違和感に対し口を持っ
ていく行動で飼い主の関心が得られたことも症例の尾追い行
動を増悪させる一因となったと思われる。抗痙攣薬であるプ
レガバリンは電位依存型カルシウムチャネルに結合し興奮性
神経伝達を減弱させることで神経性疼痛を緩和する作用があ
り腹部の違和感に何らかの効果を示した結果尾追い行動を減
弱させたのかもしれない。行動の問題が身体疾患と関連が深
いことを再認識する結果となり、今後かかりつけ医と行動診
療科、神経科などの専門医との連携が重要となることが示唆
された。

演題番号：C14

恐怖性/防御性攻撃行動の猫に行動修正と抜爪を実施した猫の1例
○中野あや 1）2），泉　有希 2），植田茉梨香 2），上田憲吾 2），松阪仁美 2），井本大志 2），梶山薫乃 2），
大原朋洋 2），佐々井浩志 2）

1）動物行動クリニックなかの，2）北須磨動物病院

1．はじめに：人に対する猫の攻撃行動は一度で重度の損傷
を与えるとともに、易興奮状態が数日間続く猫の特性から、
短期間に誘発刺激と攻撃対象が増え家族の心にも大きな傷と
恐怖を与えうる。一方でこの興奮が沈下すると完全に日常行
動に戻り、しかしまた突然重度の攻撃を呈するという猫にし
ばしば遭遇する。今回、我々は家族に対して繰り返された猫
の攻撃行動に、行動学的治療および抜爪と犬歯切断を併用す
る機会を得たため、これが飼い主の心に与えた影響について
検討した。
2．材料および方法：症例は猫、アメリカンショートヘア、避
妊雌、4 歳。50 代の飼い主とその娘、孫と生活。3 歳 11 カ月
時、トランポリンを跳んだ孫に対して初めて攻撃し、1 週間
攻撃が続いた。その 3 カ月後にも激しい攻撃で家族に怪我を
負わせ行動診療を受診。恐怖性/防御性攻撃行動と診断し、
行動修正により 4 カ月間おだやかに暮らしたが、アクシデン
トから再度激しい攻撃を呈したため、クロミカルム 0.25mg/
kg sidを開始、完全ケージ飼育とし、抜爪と犬歯切断を実施
した。
3．結　果：術後、症例猫は攻撃することなく生活していた

が、娘が試しにケージから出した際に以前と同様の勢いで飼
い主と娘に襲いかかった。以降、娘は症例猫への恐怖が再燃
したが、飼い主は攻撃による外傷が生じなかったことで恐怖感
が消え、猫との生活を楽しめるようになった。娘に対してケー
ジ内から威嚇が続いたことから再度環境の見直しを実施し、
現在、娘と症例猫の関係はケージ越しで良好に経過している。
4．考察および結語：猫の抜爪は、近年、動物愛護の観点か
ら成書においても否定的に記されるものもあり、重度の攻撃
行動の猫においても推奨しない獣医師もいる。しかし、猫は
行動と生活スタイルの特徴から攻撃行動の制御が非常に難し
く、想像以上の重傷を与える。「飼い主が緊張した瞬間に豹変
する」というエピソードも多く、攻撃行動の制御には飼い主の
恐怖心のコントロールが必須であり、これが攻撃行動の管理
を複雑化させる。本症例では、抜爪が飼い主の恐怖感を消失
させ攻撃行動を減じることに繋がり、短期間に飼い主と猫の
QOLが改善した。一方、術後も猫を驚かせ続けてしまった娘
の恐怖感は変わらず、行動学的に寄り添うことも重要であっ
た。飼い主と猫の最善を考える時、獣医師が抜爪の選択肢を
持ち続ける必要性について今後も考えていきたい。
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